
１
－
背
景

２
－
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
組
織
体
制
と
主

　
　
な
活
動

３
－
平
成
八
年
度
の
取
り
組
み
と
そ
の
評
価

４
－
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
と
行
政
の
パ
ー
ト

　
　
ナ
ー
シ
ッ
プ

５
－
今
後
の
課
題
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１
一
背
景

　
平
成
七
年
一
月
に
起
き
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に

は
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
現
地
に
は
せ
参
じ
て
、
熱
心
な
支

援
活
動
を
行
っ
た
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
、
被
災
市
民
の
心
の
支
え
と
な
る
と
と
も
に
、
行

政
で
は
「
公
平
性
」
の
ル
ー
ル
に
し
ば
ら
れ
て
で
き

な
い
こ
と
が
柔
軟
に
対
応
で
き
る
と
い
う
側
面
を
持

ち
、
そ
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
経
験
不
足
か
ら
来
る
戸

惑
い
の
な
か
で
行
政
機
関
や
民
間
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
間
で
の
連
携
が
う
ま
く
行
か
ず
、
有
機
的
な

活
動
が
行
え
な
か
っ
た
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
も
伝
え

ら
れ
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
阪
神
淡
路
大
震
災
等
に
お

２

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
教
訓
を
も
と
に
災
害
時

に
市
民
・
企
業
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
行
政
等
が

協
力
し
、
お
互
い
に
助
け
合
え
る
関
係
づ
く
り
の
必

要
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。

　
特
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
災
害
時
に
市
民
へ

の
支
援
活
動
を
積
極
的
に
行
え
る
環
境
を
整
え
る
た

め
に
は
、
平
常
時
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
間
で
顔

を
知
っ
て
い
る
関
係
す
な
わ
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必

要
不
可
欠
と
な
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
性
を
尊
重

し
な
が
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
同
士
が
分
野
を
越

え
た
幅
広
い
交
流
を
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
学
び

合
い
研
鐙
す
る
中
で
よ
り
適
切
な
支
援
活
動
を
展
開

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
平
成
八
年
五
月
に
横

浜
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
（
設
立

時
加
盟
団
体
数
七
十
六
団
体
、
現
在
八
十
五
団
体
）

が
設
立
さ
れ
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
組
織
体
制
と
主

な
活
動

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
は
、
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
、
派
遣
、
情
報
の
収
集
が
円

滑
に
行
え
る
よ
う
に
、
市
内
で
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
間
の
平
常
時
か
ら
の
連
携
を
目
的
と

し
て
い
る
。

①
｜
組
織
体
制

・
代
表
　
吉
村
恭
二
（
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
総
主
事
）

・
運
営
委
員
会
　
神
奈
川
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
、

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
横
浜
市
連
絡
協
議
会
、
（
財
）
横
浜

市
海
外
交
流
協
会
、
（
社
福
）
横
浜
市
社
会
福
祉
協
議

会
、
横
浜
市
女
性
協
会
、
（
社
）
横
浜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
会
、
（
財
）
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、
（
財
）
横
浜
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

　
・
運
営
委
員
会
の
下
に
、
広
報
委
員
会
、
事
業
委
員

特
集
・
大
都
市
の
防
災
・
危
機
管
理
④

○
市
民
と
防
災
・
危
機
管
理

①
横
浜
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

■
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会
、
研
修
委
員
会
を
設
置

・
事
務
局
　
（
社
）
横
浜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

②
－
実
施
事
業

・
災
害
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
、
適
切
な

役
割
を
果
た
す
た
め
に
、
平
常
時
か
ら
団
体
間
で
の

交
流
と
情
報
交
換
を
行
う
。

・
災
害
時
に
適
切
な
支
援
活
動
を
行
う
た
め
の
方
法

を
取
得
す
る
研
修
等
を
行
う
。

・
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
状
況
に
応
じ
た
効
果

的
な
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
・
実
施
で
き
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
を
行
う
。

３
一
平
成
八
年
度
の
取
り
組
み
と
そ
の
評
価

防災ボランティアネットワーク会議の活動

よ
う
な
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
。

①
－
第
一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
平
成
八
年
十
月
三
十

　
　
日
）

　
横
浜
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の

第
一
歩
と
な
る
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
記
憶
が
風
化
し

つ
つ
あ
る
中
で
、
改
め
て
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教

訓
を
確
認
し
あ
う
機
会
と
し
て
意
義
の
あ
る
も
の
と

な
っ
た
。

　
当
日
は
、
「
そ
の
と
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
何
が
出

来
る
か
」
－
災
害
時
の
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

あ
り
方
を
考
え
る
Ｉ
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
に
お
け
る

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
進
め
る
た
め
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
事
例
を
学
び
な
が
ら
、

災
害
時
に
お
け
る
横
浜
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
は
、
設
立
後
す
ぐ
に
以
下
の

特
集
・
大
都
市
の
防
災
・
危
機
管
理
④
市
民
と
防
災
・
危
機
管
理

い
て
考
え
た
。

▼
内
　
容

第
一
部
　
「
映
像
と
証
言
で
綴
る
阪
神
大
震
災
か
ら

の
教
訓
」

証
言
者

鈴
木
　
幸
一
氏
（
神
奈
川
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
）
／
清
水
　
り
え
氏
（
苗
場
保
育
園
つ
ぼ
み

の
会
）
／
井
上
　
三
直
氏
（
横
浜
地
域
連
合
）

講
演
者

塩
見
　
薫
氏
（
前
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
支
局
長
）

第
二
部
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
災
害
時
に

備
え
て
何
を
す
べ
き
か
」

パ
ネ
ラ
ー

鹿
野
　
幸
枝
氏
（
大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
／
島
田
　
京
子

氏
（
日
産
自
動
車
）
／
小
林
　
和
氏
（
神
戸
市
・
精

療
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

■第１回シンポジウム
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

吉
村
　
恭
二
氏
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
代
表
）

▼
参
加
者
　
百
七
名

②
－
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成

　
　
講
座
（
平
成
八
年
十
一
月
十
六
日
）

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
必
要
性
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
『
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
、
全
開
！
」

－
し
た
い
人
を
、
求
め
る
人
に
！
－
』
を
テ
ー
マ
に
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
必
要
性
や
役
割
に
つ
い
て
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か

ら
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
事
業
と
し
て
開
催
し
た
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
全
国
か
ら
の
膨
大
な

数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
現
地
に
駆
け
つ
け
た
も
の
の
、

こ
れ
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
と
を
的

確
に
結
び
つ
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
不
足
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
た
。
今
後
は
混
乱
し
た
状
況
の
中

で
臨
機
応
変
か
つ
適
切
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
、
普
段
か
ら
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動

へ
の
掘
り
下
げ
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
研

修
で
は
、
理
論
的
な
研
修
と
と
も
に
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

等
を
通
じ
た
実
践
的
な
研
修
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
フ

ロ
ア
か
ら
も
積
極
的
な
参
加
が
あ
り
、
参
加
者
や
会

員
の
問
題
意
識
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

▼
内
　
容

講
演
　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役

割
と
課
題
」

講
師
　
筒
井
　
の
り
子
氏
（
聖
和
大
学
助
教
授
）

講
演
と
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
実
際
」

講
師
　
高
田
　
裕
之
氏
（
西
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
館
長
）

▼
参
加
者

六
十
九
名

④
－
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
実
践
セ
ミ
ナ
ー
（
平
成
八
年

　
　
十
一
月
二
十
五
日
）

　
日
本
海
重
油
流
出
事
故
の
際
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
情
報
提
供
に
お
い
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
、

平
常
時
ま
た
は
災
害
時
に
お
け
る
情
報
取
得
・
情
報

交
換
の
手
段
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン

設立後の経緯（平成８年度）

通
信
の
有
効
活
用
を
目
指
す
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
法
を
学
ぶ
機
会
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
会

員
を
対
象
に
実
施
し
た
。
（
な
お
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
で
も
平
成
九
年
九
月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
る
。
）

▼
内
　
容

講
演
　
Ａ
コ
ー
ス
’
「
Ｗ
Ｗ
Ｗ
に
よ
る
情
報
取
得
お
よ

び
電
子
メ
ー
ル
の
利
用
法
」

Ｂ
コ
ー
ス
「
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
に
よ
る
情
報
発
信
」
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
）
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▼
参
加
者
　
二
十
一
名

④
－
日
本
海
重
油
流
出
事
故
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
活

　
　
動

▼
現
地
（
石
川
県
珠
洲
市
）
へ
の
運
営
委
員
の
派
遣

　
横
浜
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
と

し
て
ど
う
対
応
す
べ
き
か
を
検
討
す
る
た
め
、
運
営

委
員
一
名
を
現
地
に
派
遣
し
、
現
地
の
情
報
収
集
に

あ
た
っ
た
。

▼
募
金
活
動

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支
援
す
る
た
め
、
募
金
活

動
を
会
員
に
呼
び
か
け
た
。
結
果
と
し
て
、
横
浜
市

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
、
（
社
）
横
浜
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
会
な
ど
十
一
件
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。
（
総

額
百
十
九
万
八
十
二
円
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

・
日
　
時
　
平
成
九
年
二
月
二
十
一
日
（
金
）
～
二

十
三
日
（
日
）

・
派
遣
地
　
福
井
県
三
国
町
並
び
に
福
井
市

・
活
　
動
　
物
資
（
タ
オ
ル
）
の
送
り
届
け
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
食
糧
サ
ー
ビ
ス
、
重
油
の
回
収
等

・
派
遣
者
　
十
名
（
加
盟
団
体
五
団
体
）

▼
神
奈
川
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
準

備
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
へ
の
支
援

　
三
月
二
十
日
圭
一
十
三
日
、
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
準
備
会
が
実
施
し
た
重
油
回
収
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
事
業
に
対
し
て
も
、
ゴ
ム
手
袋
、

長
靴
な
ど
装
備
類
を
提
供
し
支
援
し
た
。

　
現
地
活
動
本
部
の
状
況
な
ど
か
ら
、
情
報
入
手
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
、
容
易
に
出
来
た
こ
と
を

み
て
も
、
今
後
、
災
害
時
に
お
け
る
情
報
提
供
、
入

手
に
際
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
占
め
る
役
割
が

大
き
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

４

⑤
－
第
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
そ
の
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　
ア
は
何
か
出
来
る
か
Ｉ
パ
ー
ト
２
」
｜
被
災
者

　
　
の
ケ
ア
を
考
え
る
｜
（
平
成
九
年
三
月
一
日
）

　
地
域
に
お
け
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
進
め
る
た
め
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る

事
例
を
学
び
な
が
ら
、
災
害
時
に
お
け
る
被
災
者
の

ケ
ア
を
焦
点
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
あ
り
方
に

つ
い
て
考
え
た
。

　
第
一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
総
論
的
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
二
回
目
は
被
災
者
の
ケ
ア
に
焦
点
を
絞
っ
て

開
催
し
た
こ
と
に
よ
り
、
参
加
者
は
前
回
を
上
回
っ

た
。
ま
た
、
各
分
科
会
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
会

員
団
体
に
企
画
を
お
願
い
し
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

専
門
的
か
つ
充
実
し
た
分
科
会
と
な
っ
た
。

▼
内
　
容

基
調
報
告
　
「
被
災
者
の
ケ
ア
を
考
え
る
」

講
師
　
名
賀
　
享
氏
（
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
事

務
局
次
長
）

分
科
会
１
　
「
災
害
時
に
お
け
る
外
国
人
の
ケ
ア
を

考
え
る
」

講
師
　
川
鍋
　
彰
男
氏
（
兵
庫
県
国
際
交
流
協
会
）

／
ダ
ネ
ー
ル
ー
ボ
イ
ラ
ン
氏
（
横
浜
市
国
際
交
流
員
）

分
科
会
２
　
「
災
害
時
に
お
け
る
障
害
者
・
高
齢
者

の
ケ
ア
を
考
え
る
」

講
師
　
藤
井
　
博
志
氏
（
兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

分
科
会
３
　
「
災
害
時
に
お
け
る
子
ど
も
の
ケ
ア
を

考
え
る
」

講
師
　
金
　
香
百
合
氏
（
大
阪
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
専
門
学
校
）

分
科
会
４
　
「
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」

講
師
　
武
田
　
登
喜
子
氏
（
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ

こ
う
べ
）

▼
参
加
者
　
百
二
十
四
名

特
集
・
大
都
市
の
防
災
・
危
機
管
理
④
市
民
と
防
災
・
危
機
管
理

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
と
行
政
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に
は
「
加
盟
団
体
間
の
連
携
」

の
ほ
か
に
、
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
課
題
と
し
て
「
行

政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
が
あ
る
。

　
本
来
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
、
自
発
的
で
自

由
な
意
志
に
よ
る
市
民
の
公
益
的
活
動
で
あ
り
、
災

害
時
に
お
い
て
も
、
行
政
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を

尊
重
し
、
・
お
互
い
の
良
さ
を
生
か
し
つ
つ
、
協
力
し

て
被
災
市
民
の
救
援
・
救
護
・
自
立
の
援
助
に
あ
た

る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
精
神
を
踏
ま
え
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
と
横

浜
市
と
の
協
働
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
度
予
算
か

ら
「
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
事
業
」

が
創
設
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
と
の
協
働
を
進

め
る
と
と
も
に
、
本
市
防
災
計
画
で
は
「
市
内
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
自
主
的
に
設
立
し
た
横
浜
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
等
と
の
交
流
を

日
ご
ろ
か
ら
深
め
、
震
災
発
生
時
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
を
広
く
求
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
行
政
が

連
携
協
力
し
て
円
滑
に
活
動
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

推
進
す
る
。
」
と
さ
れ
た
。
（
図
－
２
）

　
具
体
的
に
は
、
両
者
の
協
働
に
よ
り
前
述
の
よ
う

な
事
業
を
実
施
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
当
初
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
創

り
出
し
て
い
く
よ
う
な
協
働
の
事
業
手
法
と
し
て
、

補
助
金
、
委
託
等
い
ろ
い
ろ
な
手
法
の
検
討
が
な
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
、
対
等
な
関
係
で
、
か
つ
、
双
方

の
主
体
性
を
生
か
し
た
「
協
定
書
の
取
り
交
わ
し
に

よ
る
両
者
の
負
担
金
支
出
」
と
い
う
方
式
が
選
択
さ

れ
た
。
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こ
の
方
式
は
、
今
後
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
含
め
た
市
民
活

動
団
体
と
の
対
等
な
契
約
関
係
の
新
た
な
試
み
と
し

て
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

５
一
今
後
の
課
題

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
は
、
福
祉
、
青
少
年
育
成
、

国
際
交
流
、
教
育
な
ど
今
ま
で
繋
が
り
の
薄
か
っ
た

多
様
な
分
野
の
団
体
同
士
が
「
災
害
対
策
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
り
、
協
働
の
場
で
活
動
す
る
こ
と

に
よ
り
顔
の
見
え
る
関
係
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
こ

災害時におけるボランティアと行政との協力体制のイメージ図

と
が
大
き
い
効
果
を
あ
げ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
各

加
盟
団
体
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
は
事
業
を
通
し
て
、
様
々
な

意
見
を
交
わ
し
つ
つ
自
己
評
価
を
し
て
い
る
が
、
そ

の
評
価
を
踏
ま
え
た
行
政
側
か
ら
見
た
今
後
の
課
題

と
し
て
は
、
第
一
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
自
立

化
の
た
め
の
会
員
の
拡
大
、
第
二
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
、
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
第
三
に
災

害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
具
体
的
な
課

題
に
対
応
し
た
実
践
活
動
の
推
進
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

　
第
一
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
自
立
化
に
つ
い
て

は
、
自
主
財
源
づ
く
り
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ネ
ッ

ト
ワ
ヽ
‐
‐
ク
会
議
の
収
入
は
会
費
収
入
が
大
半
で
あ
り
、

会
員
の
拡
大
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
の
周
知
の
た
め
の
広
報
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
現
行
の
共
催
事

業
の
負
担
金
比
率
を
見
る
と
圧
倒
的
に
行
政
が
大
き

く
、
今
後
、
自
立
化
を
視
野
に
入
れ
、
行
政
側
の
負

担
金
を
段
階
的
に
低
減
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
事
業

参
加
料
等
受
益
者
負
担
を
求
め
て
い
く
こ
と
も
必
要

に
な
ろ
う
。
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第
二
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
と
行
政
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
初
期
段
階
に
お
け
る
仕

組
み
は
４
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
今
後
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
、
行
政
の
下
請

け
と
な
ら
な
い
連
携
及
び
自
立
化
へ
の
支
援
の
模
索

を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
第
三
の
災
害
時
に
お
け
る
実
践
活
動
の
推
進
の
た

め
に
は
、
特
に
小
地
域
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、

早
急
に
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
行
政
（
特
に
各
区
役

所
や
各
局
事
務
所
・
事
業
所
）
と
ど
の
よ
う
に
連
携

で
き
る
の
か
を
共
に
検
討
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で

あ
ろ
う
。

特
集
・
大
都
市
の
防
災
・
危
機
管
理
④
市
民
と
防
災
・
危
機
管
理

　
最
後
に
他
都
市
の
状
況
で
あ
る
が
、
同
様
の
組
織

は
川
崎
市
、
横
須
賀
市
で
も
立
ち
上
が
っ
て
お
り
、

県
下
の
市
町
村
で
も
設
立
の
動
き
が
活
発
化
し
て
く

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
今
後
は
近
隣
都
市
間
の
情

報
交
換
を
中
心
と
し
た
広
域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
Λ
市
民
局
地
域
振
興
課
企
画
係
長
▽
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